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１ はじめに 

 乳房炎を減らす方法は、これまでに数

多く研究され、現場で試されている。い

ずれも有効と思われるが、乳房炎による

酪農家の損害は依然として大きい。乳房

炎が減らない理由として、搾乳衛生失宜、

飼養管理失宜などあるが、全てを忠実に

行うことは極めて難しいことである。 

 そこで当所は、体細胞数を増加させ、

伝播力が強く、治療効果の少ないとされ

る、黄色ブドウ球菌(以下ＳＡ)に対策の

重点を置き、乳質向上を試みた。その対

策による若干の効果が認められたので報

告する。 

 

２ 乳質向上対策 

（１） 管内の現状 

管内の 2002 年４月の状況を、バルク乳

１ml 当り平均体細胞数割合で示した（図

１）。20 万個/ml 以下が 47.6％、21 万か

ら 30 万個/ml 以下が 24.4％、31 万個/ml

以上が 28％であった。1日 1 頭当たりの

乳量損失量が１kgを越える20万個/ml以

上 1)が半数を上回っており、これらの酪

農家では乳量低下により、経済的損失が

大きいと考えられた。
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図１ 管内におけるバルク乳の体細胞数割合

 

 

（２） ＳＡスクリーニング検査 

2002 年４月から 2003 年４月までに、

当所は、獣医師・専門酪・農協などから、

体細胞数の多い酪農家の対策依頼を受け

た 40 戸において、バルク乳の細菌検査

(以下バルク乳検査)を行った 2)。このう

ち22戸延べ23戸でＳＡが検出された（図

２）。 
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図２　当所におけるＳＡスクリーニング  
 

（３） ＳＡ対策プログラム 

当所はＳＡ対策を作成した（図３）3)。

ＳＡ対策は、ＳＡ陽性農家において、全

頭個体乳細菌検査(以下個体乳検査)を実

施し、さらに、必要に応じて搾乳立会（以

下立会）を実施した。 

2002 年４月から 2003 年 11 月までに、

個体乳検査885頭(1,282件)中572頭(887

件)からＳＡが検出された。また立会は

12 戸で行った。 

（４） 立会時における重点指導項目 

ＳＡ対策の立会時における重点指導項

目は、①ポストディッピングは乳頭全体

の 75％以上を浸す、②ＳＡ感染牛は最後

に搾乳し、早期乾乳期治療を行い、治癒

困難な場合は淘汰する、③分娩した牛は

初乳出荷停止期間のうちに、直ちに細菌

検査を実施するの 3点に絞り、指導した。 

 



 

 

３ ＳＡ対策実施による効果 

ＳＡ対策実施による乳質に対する効果

を、指導前後の１ヶ月間におけるバルク

乳１ml 当りの平均体細胞数で示した（図

４）。 

個体乳検査を実施した 26 戸では、50

万 6 千個/ml から指導後 43 万 8 千個/ml

に若干減少した。 

立会を実施した 12 戸では、50 万 7 千

個/ml から指導後 39 万 1 千個/ml に有意

に減少した。以上から、ＳＡ対策実施に

よる乳質向上効果が認められた。 
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図４　ＳＡ対策における乳質に対する効果  

 

４ ＳＡ対策による経済効果 

このＳＡ対策を実施した酪農家のうち

牛群検定を２年以上行っているＡ農家で

経済効果を検討した。Ａ農家の概要は、

表１のとおりである。 

表１　A農家の概要

飼養頭数：平均経産牛頭数18頭

　　　　　　　平均育成牛頭数３頭

労働者：２名

牛舎構造：対尻式、繋ぎ飼い

ミルキングシステム：ハイラインシステム

ミルカーユニット：３台

 Ａ農家のＳＡ対策前の体細胞数と総菌

数の推移は図５のとおりである。1998 年

頃から体細胞数が徐々に増加し、2000 年

12 月には 100 万個/ml を越えた。2002 年

4月には月平均して100万個/mlを超える

状況であった。 

 

このため、2002 年 5 月にバルク乳検査

を行い、ＳＡが検出されたことから、6

月の牛群検定に合わせて、全頭個体乳及

び分房乳の細菌検査と立会を行った。立

会等の結果から、7月に検討会を開催、

ＳＡ対策の 3項目を指導した。同日及び

その後、初乳の検査や個体乳検査を常時

行った。今年度 4月と 7月に再度チェッ

クのため全頭検査を行った（図６）。 
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図６　ＳＡ対策実施状況
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図３　当所におけるＳＡ対策
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図５　ＳＡ対策前の体細胞数と
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 細菌検査の結果は図７のとおりである。

ＳＡ陽性牛は、2002 年 6 月は 23 頭中 14

頭であったが、一年後の 4月は 15 頭中全

頭、7月には 14 頭中 11 頭であった。Ｓ

Ａは治療が難しいといわれているとおり、

治療による効果は表れていないが、新規

感染は防ぐことができた。 
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ＳＡ対策開始後のバルク乳の体細胞数

と総菌数の推移を図８に示した。2002 年

７月の検討会頃から体細胞数は徐々に減

り始め、2003 年４月からは 30 万個/ml 前

後で推移している。 

 

 

 

 一方、Ａ農家のＳＡ対策による乳質

に対する効果を、バルク乳 1ml 当り平均

体細胞数で示した（図９）。 

バルク乳検査を実施した 2002 年５月

を指導開始時点とし、それ以前の 1 年間

とその後 1 年間を比較した。また、この

半年を現在とした。 

指導前では 78万 7千個/mlであったの

に対し、現在は 34 万 1 千個/ml に減少し

た。ＳＡ対策に合わせ、搾乳衛生の改善

による乳質の向上も認められた。 
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図９　ＳＡ対策による乳質に対する効果

 

 

 

 

    

　　：バルク乳　：全頭検査　　　：立会　　：検討会

0

200

400

600

800

1000

02
.4
02
.5
02
.6
02
.7
02
.8
02
.9

02
.1
0

02
.1
1

02
.1
2
03
.1
03
.2
03
.3
03
.4
03
.5
03
.6
03
.7
03
.8
03
.9

03
.1
0

03
.1
1

千個/ml
体細胞

総菌数

図８　ＳＡ対策後のバルク乳体細胞数・総菌数の推移



ＳＡ対策実施による年間収支の変化を

費用便益法 4)により示した（表２）。経産

牛 1頭当たりで見ると、費用は、ペーパ 

ータオル購入費、立会人件費、細菌検査

費用、飼料増加分とし、12,108 円であっ

た。便益は乳量の増加と乳房炎の治療費

の減少で 17,259 円であった。純便益は

5,151 円で、費用便益費が 1 以上である

ことから、効果があった。 

５ まとめ及び考察 

体細胞数の多い酪農家におけるバルク

乳検査で、半数以上からＳＡが検出され

た。このことから、体細胞数の多い酪農

家ではＳＡが蔓延している可能性がある

と考えられた。 

ＳＡ対策を確実に実施することは、体

細胞数の減少から、乳質の向上に有効と

考えられた。 

 特にＳＡは伝播力が強く、治療効果が

少ないとされることから、群全体に広ま

る前に、早期発見・早期対応が必要と考

えられた。 

更に、ＳＡ対策の立会時の重点指導項 

目を、3 点に絞って指導したことは、酪

農家の改善意欲が高まり乳質が向上し、

結果経済的効果が見られ、有効と考えら

れた 5)6)。 

 

 

 

 

 

昨年度から今年度の 2 年間で、諏訪地

域 7回、上伊那地域 3回計 10 回の研修会

を開催した。研修会は地域にＳＡの恐ろ

しさや搾乳衛生の基本を啓発できるとと

もに、地域での取り組みが全体の乳質の

レベルアップにつながると考えられた。 

後継牛不足、家畜排泄物処理法の施行

等畜産を取り巻く状況が厳しくなってい

ることもあり、今ＳＡ感染牛で体細胞数

が多い牛であっても、だましだまし飼養

しているところも少なくなく、ＳＡ感染

牛の淘汰は経済上難しい状況である。 

ＳＡは食中毒の原因菌でもあることか

ら、酪農家の方々に、食品を生産してい

るというプロ意識を持つように啓発する

とともに、安全安心な畜産物が生産され

るように関係者とともに乳質衛生管理指

導を行っていきたい。 

今回の調査に御指導、御協力いただき

ました関係者の方々に深謝いたします。 
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(円/経産牛1頭当り)

ペーパータオル購入費 2,306 　乳代の増加 17,195

搾乳立会人件費(3回) 1,160 　乳房炎治療費の減少 64

乳汁細菌検査費用 3,714

飼料費(増加分) 4,928

費　用　計(a) 12,108 　便　益　計　(b) 17,259

純便益（b-a） 5,151

費用便益比（b/a） 1.4

費　用 便　益

表２　ＳＡ対策実施による年間収支の変化


